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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ
ろ
こび
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
依

然
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛

威
を
振
る
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

1
年
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
第
32
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
2
0
2
0
／

東
京
）・
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は
も
ち

ろ
ん
世
界
中
の
人
々
に
勇
気
と
希
望
、
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

7
月
に
静
岡
県
や
神
奈
川
県
を
中
心
に
集

中
豪
雨
、
8
月
に
は
九
州
、
北
陸
、
中
国

地
方
を
は
じ
め
各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生

し
、
日
本
各
地
で
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
は
、
有
田
医
師
会
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
4
月
よ
り
接

種
を
開
始
し
、
10
月
に
は
希
望
す
る
皆
さ

ま
の
2
回
目
の
接
種
が
お
お
む
ね
終
了
で

き
ま
し
た
。
今
後
3
回
目
の
接
種
が
始
ま

り
ま
す
が
、
有
田
医
師
会
と
協
議
し
ス

ム
ー
ズ
に
接
種
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策

で
は
、
第
2
弾
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
、

事
業
継
続
応
援
補
助
金
や
持
続
化
給
付
金

の
支
給
な
ど
、
町
独
自
の
経
済
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
も
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、「
聖
地 
高
野
山
と
有
田

川
上
流
域
を
結
ぶ
持
続
的
農
林
業
シ
ス
テ

ム
」・「
み
か
ん
栽
培
の
礎
を
築
い
た
有
田

み
か
ん
シ
ス
テ
ム
」
が
同
時
に
日
本
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
大
変
喜
ば
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
両
シ
ス
テ
ム
の

保
全
・
維
持
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
や
所
得
向
上
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
藤
並
館
跡
に
つ

い
て
も
、
保
存
会
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
国
史
跡
指
定
が
実
現
し
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
史
跡
を
ど
の
よ
う
に

保
存
し
活
用
し
て
い
く
か
、
基
本
計
画
を

作
成
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
第
一

に
考
え
、防
災
対
策
、子
育
て
支
援
、教
育
・

福
祉
の
充
実
、
産
業
振
興
、
エ
コ
の
ま
ち
・

絵
本
の
ま
ち
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
、

町
の
発
展
に
一
層
の
努
力
を
し
、
移
住
や

定
住
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ま
に
も
、
有
田

川
町
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長
　
中
山 

正
隆
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
よ
ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町

行
政
お
よ
び
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
有
田
地
域

に
も
拡
大
し
、
不
安
な
思
い
を
さ
れ
た
方

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
影
響
を
受
け
、
人
々
の

意
識
や
行
動
の
変
容
で
生
活
も
大
き
く
変

化
い
た
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
、
こ

の
よ
う
な
生
活
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

徐
々
に
経
済
活
動
も
再
開
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
感
染
が
終
息
し
、
普
段
の
生

活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
も
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
課
題
の
ほ
か
、
過

疎
、
交
通
、
医
療
、
産
業
、
地
域
の
問
題

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
は
常
に
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
国
の
財
政

が
窮
迫
す
る
中
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中

に
あ
り
ま
し
て
も
、
私
た
ち
議
会
は
こ
れ

ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
、
議
会
と
し
て
の
役

割
を
全
力
で
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

当
町
で
は
新
年
早
々
１
月
末
に
、
有
田

川
町
と
し
て
５
度
目
と
な
る
「
有
田
川
町

長
選
挙
・
有
田
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
役

割
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
中
で
、
今
後
の
町
政
を
左
右
す
る
大

切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
の
で
、
棄
権
す
る

こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
方
の
清
き
一
票
を
投

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年 

新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長
　
森
谷 

信
哉
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ボッチャ用品一式を
寄贈賜りました

株式会社古勝（天満）代表取締役社長寺村公博様（写真左）より、
パラリンピック正式種目である「ボッチャ」用品一式を寄贈賜りま
した。これらは、障害の有無、年齢、性別を超えて交流を広げ、ス
ポーツを通じた共生社会を実現することを目的として、やすらぎ福
祉課で貸し出しさせていただきます。

寺村様には平成 26 年度（2014 年度）から毎年、車椅子などの寄
贈を賜っております。誠にありがとうございます。

えほん de わっしょいスペシャル開催
紀の国わかやま文化祭 2021 の一環として、令

和 3 年（2021 年）10 月 30 日（土）～ 11 月 21 日（日）
にわたって「えほん de わっしょいスペシャル」
を開催し、絵本を多角的に捉えたイベントを町
内各所で実施しました。

11 月 14 日（日）には、地域交流センター（ALEC）
で「えほん de わっしょい 15」「えほんマルシェ」を
開催。絵本作家の先生によるトークショーやライブペ
イントを行い、たくさんの来場者でにぎわいました。

有田川絵本コンクール 2021
最優秀賞	 『もりやまさんと まちやまさんは』
	 西川奈央子さん（和歌山県日高川町）
優秀賞	 『わごむのいえで』杉原やすさん（熊本県）
優秀賞・有田川賞
	 『にらめっこだいこん』わびみよさん（埼玉県）
佳作	 『2 ねん 1 くみ かめた』井之口真央さん（静岡県）
佳作	 『ドレミファソーラ』里梨りえさん（東京都）
佳作・真珠まりこ賞
	 『おとなってこんな』モリヤユメコさん（東京都）
ありりん賞
	 『おじいちゃんと ねこだまし』
	 よしまつみかんさん（有田川町）
絵本テキスト賞
	 『はれのちみかん』やまねもりこさん（千葉県）

※イベント開催の際は、新型コロナウイルス感染症対策に
　十分配慮し実施しました。

11 月 13 日（土）に「有田川町絵本コンクール 2021」を実施しました。応募総数 168 点の中から選ばれた
6 作品より、最優秀賞など各賞が発表されるとともに、10 回目を記念して設立された、有田川町民の作品が
対象の「ありりん賞」、有田川町を題材としたお話に、絵本作家の宮西達也先生が絵を描いて絵本にしてく
れる「絵本テキスト大賞」も発表されました。

受賞作品は、ちいさな駅美術館（ALEC 敷地内）で 1 月から順次、原画展を開催します。原画展のスケジュー
ルについては、広報ありだがわ「図書館だより」のページをご確認ください。

有田川町絵本コンクール 2021 授賞式
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「有
ありだ

田みかん」を子どもたちへ　みかんを寄贈賜りました
食育運動の推進に伴う「地産地消」活動の一環として、農業士会・４H クラブ会員から丹精込めて作り上

げた温州みかんを寄贈賜りました。将来の有田川町を担う子どもたちが農業への関心を持ち、全国ブランド
を誇る「有田みかん」に対する理解を深めていただくことを目的とし、毎年実施されています。

今年度は令和 3 年（2021 年）11 月 18 日（木）に、給食センターで「温州みかん贈呈式」が行われました。
寄贈いただいたみかんは町内の保育所、小・中学校の児童・生徒に届けられ、子どもたちからは「甘くてお
いしい！」と歓声が上がりました。

木に親しむ・触れる　「キノピー教室」開催
和歌山県主催の「キノピー教室」が、有田川町内の保育所・保育園で開催されました。
木の妖精“キノピー”をテーマにした紙芝居「森ができるまで」を読み聞かせてもらい、森林の仕組みや

自然の大切さを教わりました。読み聞かせの後は、キノピーが登場し、園児たちと一緒に記念撮影。園児た
ちは「キノピーや～！」「可愛い！」と声をあげて大喜びでした。

その後は、清水地域のヒノキの木片を使い、自分たちの手でサイコロを作りました。作った後は、サイコ
ロを転がし、カランコロンと鳴る木の音を楽しみました。自分たちで作り上げたものを使っていくことで、
ものを大切にする心が育まれることを願います。

御霊小学校 1 年生　給食の時間の様子 給食センターで「温州みかん贈呈式」

「キノピー教室」の様子（第 2 保育所）

45 広報ありだがわ　2022.1



「税についての作文」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 作文題名

近畿納税貯蓄組合総連合会会長賞 石垣 2 年 長田 陽花 「私たちの暮らしを支える税」

和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉備 1 年 佐々木 杏奈 これからの未来と私たちの税

和歌山県知事賞 吉備 1 年 梅谷 彩花 豊かな生活を支える税

有田川町長賞 吉備 1 年 江川 好香 税金を正しく

有田川町長賞 金屋 3 年 岡田 綺海 税金で守る、私達のふるさと

有田川町長賞 石垣 3 年 武田 莉穂 近くにある感謝

有田川町長賞 八幡 3 年 畑中 優芽 持続可能な社会と税

有田地方租税教育推進協議会会長賞 吉備 3 年 三好 菜春 生活と税金

大桑財団理事長賞 吉備 3 年 林 茉亜紗 税ってなあに？

大桑財団理事長賞 吉備 1 年 川嶋 理央 税金と暮らしの幸せ

大桑財団理事長賞 金屋 1 年 𠮷田 ひなた 税について

八幡中学校 吉備中学校

「税についての作文」「税の標語」表彰

将来を担う中学生が税について関心を持ち、税の意義や役割を正しく理解することを目的に募集した「税
についての作文」「税の標語」の入選作品が決定しました。

令和 3 年（2021 年）は有田川町内の各中学校の生徒の中から、「税についての作文」で 11 人、「税の標語」
で 6 人が受賞されました。おめでとうございます。
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企業版ふるさと納税の寄附をいただきました
紀陽興産株式会社様から、昨年度に引き続き、寄附をいただきました。
いただいた寄附金は、町内小中学校の図書購入事業に活用します。

　・寄附者／紀陽興産株式会社
　・本社所在地／和歌山市
　・寄附金額／ 50 万円

「税の標語」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 標語

有田川町長賞 吉備 3 年 辻 汐桜 身近な税　社会をつくる　第一歩

有田川町長賞 金屋 1 年 東 遼音 消費税　僕らもできる　人助け

有田川町長賞 八幡 1 年 西岡 優咲 納めよう　社会を支える　税金を

公益社団法人
湯浅納税協会会長賞 石垣 3 年 畑 佐京 この税が　希望に溢れた　未来へと

近畿税理士会湯浅支部長賞 八幡 3 年 小田 百花 税金は　豊かな町に　欠かせない

有田地方
租税教育推進協議会会長賞 吉備 1 年 梅谷 彩花 税金を　通してつながる　支え合い

金屋中学校

中学生の

石垣中学校
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令和 3 年度（2021 年度） 有田川町文化賞
有田川町では、文化の向上と発展を目的として、文化活動に多大な貢献をされた方々の功績を讃

たた

える「有
田川町文化賞」を創設しました。12 月 2 日（木）に第 1 回目となる「令和 3 年度有田川町文化賞贈呈式」を
開催し、当町の文化振興や向上のためにご尽力いただいた 2 名 2 団体の皆さまに表彰状を贈呈しました。

文化賞
青木 義雄さん（土生）

（写真前列左から 4 番目）

有田川町文化協会吉備支部フォトクラブ会員で文化祭
や同会写真展に積極的に作品を発表されています。クラ
ブ長も務め、世話役として精力的に活動されています。

美しい風景や暮らしなどの写実的なものから人間の内
側に迫る肉薄したものまで作風は幅広く、数多のフォト
コンテストに応募し、そのほとんどで入賞されています。

文化賞
あらぎ島景観保全保存会

（写真前列右から 1 ～ 4 番目）

清水地域のあらぎ島で、八幡小学校の児童や都市住民
への稲作体験の指導などを行っています。地域住民と協力
して、昔ながらの農業を行うことで豊かな自然環境を保つ
活動をされています。平成 25 年（2013 年）10 月には、そ
の豊かな農村文化が認められ「蘭島及び三田・清水の農山
村景観」として、国の重要文化的景観に選定されました。

文化功労賞
吉松 良治さん（吉原）

（写真前列左から 3 番目）

有田川町文化財保護審議委員として、「明恵上人筏立
遺跡」の発掘と調査に関する委員や、数々の記録調査・
保存に努められています。また、小槇孝二郎氏指導の下、
人工衛星金屋観測班の観測員としても活躍されています。

特に、明恵上人ゆかりの地の保存整備に尽力されてお
り、現在も学校での郷土学習への協力や、明恵上人遺跡
への見学訪問者への説明や案内を行われています。

文化奨励賞
藤並城跡保存会

（写真前列左から 1 番目 2 番目）

「土居の堀」と親しまれてきた藤並城跡を史跡として、
未来へ保存していこうと活動されています。

定期的な清掃活動をはじめ、ベンチ整備や桜の植樹な
どの環境整備を行われています。また、研修会や見学会
を開催し、その内容を「藤並城跡誌」として発行されま
した。令和 3 年（2021 年）3 月には、湯浅城跡と藤並館
跡が「湯浅党城館跡」として国史跡に指定されました。
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産科医療功労者厚生労働大臣表彰
島 和生 医師（しまクリニック）

（写真右）

島先生は、病院勤務時代には、緊急手術や難産症
例には必ず立ち合い、若手医師の育成や指導を実施
するとともに、勤務先以外の病院にも積極的に出向
くなど産科医療の維持に貢献されました。

平成７年（1995 年）には「しまクリニック」を開院し、
長年にわたり地域の産科医療の中心的な役割を担い、
昼夜を問わず分娩に対応してこられた功績は大きい
として厚生労働大臣より表彰されました。

令和 3 年度（2021 年度）和歌山県文化賞

令和 3 年度（2021 年度）文部科学大臣表彰
楠木 茂 さん（明王寺）

（写真右）

前有田川町教育長の楠木茂さんが、令和 3 年度
（2021 年度）地方教育行政功労者として、文部科学
大臣表彰を受章されました。

楠木さんは平成 14 年（2002 年）に合併前の旧吉
備町教育長に就任され、合併後も引き続き有田川町
教育長として長年にわたり地方教育行政の充実と発
展に尽力されました。

久保田 弘敏 さん（有田川町出身）
（写真右）

有田川町出身の、東京大学名誉教授で航空宇宙工
学者の久保田弘敏さんが、令和 3 年度（2021 年度）
和歌山県文化賞を受章されました。

昭和 16 年（1941 年）に有田郡藤並村に生まれた
久保田さんは、県立吉備高校に入学後、栃木県に転
居。その後東京大学工学部航空学科に入学し、工学
博士となりました。JAXA（宇宙航空研究開発機構）
の発足に寄与するなど航空宇宙工学の世界的研究者
として多大な功績をあげられています。
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実
施
し
て
い
る
施
策

●
手
話
講
習
会
／
多
く
の
方
が
手
話
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
親
し
め
る
よ
う
、
有
田
川
町
で
は
、「
子
ど
も
ク
ラ

ス
」「
初
心
者
ク
ラ
ス
」「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
」

の
3
つ
の
ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
を
学

ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

対象・内容 講習日時 場所

初心者クラス 基礎からきっちり
学びたい方

毎月第 1・第 3 水曜日 
14 時～ 15 時 30 分

金屋庁舎 2 階
大会議室

ステップ
アップクラス レベルアップしたい方 毎月第 1・第 3 金曜日

19 時～ 20 時 30 分
金屋庁舎 2 階

大会議室

こどもクラス
小学 3 年生
～中学 3 年生で
手話に関心のある方

毎月第 1・第 3 金曜日
19 時～ 20 時 30 分

金屋庁舎 2 階
小会議室

※講習日時・場所は変更になる場合があります。

有田川町
手話言語条例を制定

「
有
田
川
町
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
令
和

3
年（
2
0
2
1
年
）12
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

耳
の
聞
こ
え
る
人
が
声
で
会
話
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
聴
覚
障
害
者
は
手
や
表
情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
会

話
し
ま
す
。
そ
の
言
語
を
「
手
話
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
手
話
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
理
解

を
深
め
、
聞
こ
え
る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
共
生
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
概
要

●
目
的
／
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

基
本
理
念
や
実
施
施
策
の
基
本
事
項
な
ど
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
全
て
の
町
民
が
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
理
念
／
手
話
の
理
解
お
よ
び
普
及
は
、
手
話
を

必
要
と
す
る
人
が
手
話
に
よ
り
意
思
疎
通
を
図
る
権

利
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

●
町
の
責
務
／
手
話
の
理
解
お
よ
び
普
及
を
図
り
、
手

話
を
必
要
と
す
る
人
が
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
町
民
の
役
割
／
基
本
理
念
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

町
が
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
施
策
の
推
進

ア
．
手
話
に
対
す
る
理
解
お
よ
び
普
及
に
関
す
る
施
策

イ
．
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通　

　
　

支
援
に
関
す
る
施
策

ウ
．
前
記
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
施
策

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）
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●
意
思
疎
通
支
援
事
業
／
聴
覚
障
害
者
な
ど
が
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
を
必
要
と
す
る
際
に
、
手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。
派
遣
に
は
あ

ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
／
手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話

で
日
常
会
話
が
で
き
、
手
話
を
使
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
の
こ
と
で
す
。
手

話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
有
田
圏
域
で

実
施
し
て
い
ま
す
。手
話
奉
仕
員
に
な
る
た
め
に
は
、

こ
の
講
座
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
助
け
て
く
だ
さ
い

聴
覚
障
害
は
外
見
か
ら
は
分
か
り
づ
ら
い
た
め
、

困
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
聴
覚
障
害
者
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
気
づ
い
た
ら
手
助
け
し
て
く
だ
さ

い
。

●
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
理
解
し
づ
ら
い
／
聴
覚
障
害

者
に
と
っ
て
、
口
の
動
き
や
表
情
は
話
の
内
容
を
理

解
す
る
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
そ
の
た
め
、

マ
ス
ク
を
つ
け
た
状
態
で
話
し
か
け
ら
れ
る
と
内
容

を
理
解
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

・
マ
ス
ク
を
外
せ
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
筆
談
や
ス
マ

ホ
に
文
字
を
表
示
さ
せ
る
な
ど
し
て
内
容
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
外
せ
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
マ
ス

ク
を
外
し
、
ゆ
っ
く
り
口
の
動
き
を
見
せ
て
内
容
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
周
囲
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
／
自
動
車
の
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
踏
切
の
警
笛
な
ど
、
身
に
迫
る
危
険
に
音

で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
視
界
の
外

か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
も
反
応
で
き
ま
せ
ん
。

・
背
後
か
ら
急
に
触
れ
ら
れ
る
と
驚
い
て
し
ま
う
の
で
、

緊
急
時
以
外
は
視
界
に
入
る
場
所
か
ら
話
し
か
け
て

内
容
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
複
数
の
会
話
が
難
し
い
／
複
数
人
が
同
時
に
話
す

と
、
相
手
全
員
の
口
の
動
き
や
表
情
が
見
れ
ず
、
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

・
1
人
ず
つ
順
番
に
ゆ
っ
く
り
話
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。聴
覚
障
害
者
が
補
聴
器
を
付
け
て
い
る
場
合
は
、

大
き
な
声
で
は
っ
き
り
話
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
？
聴
覚
障
害
に
関
す
る
マ
ー
ク

●
耳
マ
ー
ク
／
聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ
と
を
表
す
と
同

時
に
、
聞
こ
え
な
い
人
・
聞
こ
え
に
く
い
人
へ
の
配

慮
を
表
す
マ
ー
ク
で
す
。こ
の
マ
ー

ク
を
付
け
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
手
話
や
筆
談
で
話
す
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
聴
覚
障
害
者
標
識
／
自
動
車
な
ど
の
運
転
者
に
聴
覚

障
害
が
あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク

で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
貼
っ
た
自

動
車
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
割
り

込
み
や
幅
寄
せ
な
ど
を
行
わ
な
い

な
ど
運
転
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

出張版！
手話にチャレンジ！　日常生活で使える手話

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

①右手の人さし指と
中指を立て、額に当てる。

②両手の人差し指が
向かい合うように立て
軽く曲げる。

こんにちは ありがとう

①左手の甲に右手を
垂直にのせて上にあげる。

②頭はお辞儀するように
軽く下げる。
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投
票
日

●
日
時
／
1
月
30
日
（
日
）
7
時
～

●
場
所
／
各
地
区
指
定
の
投
票
所

※
投
票
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

次
の
2
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
が
投
票

で
き
ま
す
。

・
平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
1
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
投

票
日
に
有
田
川
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
り
、
欠
格
事
項
（
公
民
権
停
止
な

ど
）
に
該
当
し
な
い
人

・
令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
10
月
24

日
以
前
か
ら
、
引
き
続
い
て
有
田
川
町

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
10
月
25

日
以
降
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

有
権
者
の
皆
さ
ま
に
「
投
票
所
入
場

券
」
を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
選
挙
権
の

有
無
の
確
認
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失

し
た
り
し
た
と
き
で
も
、
選
挙
権
が
あ
る
人

は
投
票
で
き
ま
す
。
遠
慮
な
く
有
田
川
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
学
業
、
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見

込
み
の
人
は
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時
／
1
月
26
日
（
水
）
～
1
月
29
日

（
土
）
の
う
ち
、
8
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
、
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
、
清
水
行
政
局

ま
た
、
次
の
日
時
・
場
所
で
も
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
1
月
26
日
（
水
）
8
時
30
分
～
17
時

　

安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
1
月
28
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17
時

　

城
山
出
張
所
（
旧
城
山
西
小
学
校
）

移
動
期
日
前
投
票
所

車
で
巡
回
す
る
移
動
期
日
前
投
票
所
を

開
設
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
な
の
で
、
選
挙
権
の
あ
る

人
は
ど
な
た
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票

の
方
法
は
、
他
の
期
日
前
投
票
所
と
同
じ

で
す
。
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
開
設
日
／
1
月
29
日
（
土
）

●
金
屋
地
域

・
宇
井
苔
へ
き
地
集
会
所 

8
時
～
9
時

30
分

・
谷
地
区
集
会
所 

11
時
～
12
時
30
分

・
生
石
地
区
集
会
所 

15
時
～
16
時
30
分

●
清
水
地
域

・
清
水
公
民
館
上
湯
川
分
館 

10
時
30
分

～
12
時

・
遠
井
区
山
椒
集
荷
場 

14
時
30
分
～
16
時

　
 

一
般
選
挙

有
田
川
町
長
選
挙

有
田
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
吉
備
庁
舎
総
務
課
内
）

〒６４３‐００００

有田川町○○○○　○○‐○

有田　川太郎　様

有田川町長選挙・有田川町議会議員 一般選挙

999 999 999

有田　川太郎 □

〇〇〇〇〇〇〇〇センター

00：00 00：00
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▼　投票所一覧

不
在
者
投
票

仕
事
や
学
業
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞

在
し
て
い
る
場
合
、
滞
在
地
の
市
区
町
村

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
都

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

施
設
（
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
）
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
有
田
川
町

選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
に
、
投
票
用
紙
の

請
求
が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
定
施
設
や
有
田
川
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
う

ち
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
有
田

川
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

投票区 建物の名称 所在地 対象の地区

1 有田川町役場吉備庁舎 下津野 2018-4 天満・土生・高瀬・植野・奥
2 こども総合センター 下津野 245-1 北筋・出・尾中・角
3 水尻公民館 水尻 492 水尻・明王寺・熊井・熊井なぎの里
4 吉備浄化センター 下津野 688 一ツ松・小島・野田・長田・上中島
5 田殿小学校 井口 47-1 田口・大谷・井口・賢・船坂・長谷
6 田角公民館 田角 356 大賀畑・田角
7 秋葉公民館 徳田 1466 上徳田・下徳田・秋葉・奥徳田・垣倉・庄・吉見
8 きび体育館 庄 814 庄一・庄二・畑浦・垣倉・東丹生図・西丹生図
9 金屋文化保健センター 金屋７ 中野・市場・中井原・金屋・長谷川・丹生・糸野 
10 小川小学校 小川 610 伏羊・小川・吉田・有原・青田 
11 石垣公民館 吉原 1421-1 吉原・歓喜寺・糸川・松原
12 修理川地区集会所 修理川 685 修理川・宇井苔
13 西ケ峯地区コミュニティセンター 西ケ峯 504-1 西ケ峯上・西ケ峯下・中・中峯・本堂・沼田・彦ケ瀬・瀬井・畦田
14 旧早月小学校 尾上 13-1 延坂・西薗・尾上・小原・生石
15 下六川地区集会所 下六川 187-6 下六川・黒松・上六川・西・釜中
16 岩倉公民館 川口 1001-1 岩野河・川口・谷・立石
17 粟生住民センター 粟生 446-2 粟生
18 五郷地区生活改善センター 川合 247 中原・川合・二澤・北野川
19 城山出張所（旧城山西小学校） 二川 334-1 三瀬川・東大谷・二川・日物川
20 境川コミュニティセンター 境川 313 境川
21 楠本区民センター 楠本 149-2 楠本
22 沼区民センター 沼 1415 沼・遠井
23 宮川地区集会所 宮川 647 宮川・大蔵
24 清水保健センター 清水 401-1 清水・三田
25 下湯川ふるさと村施設 下湯川 742-1 下湯川・上湯川
26 久野原コミュニティセンター 久野原 1058-5 久野原
27 安諦地区基幹集落センター 板尾 219-3 井谷・室川・板尾・杉野原・押手
28 沼谷区集会所 沼谷 274 沼谷
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け
て
は
、
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
重
要
な

時
期
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
健
康
維
持
・
増
進
に
も
密
接
に
関

わ
っ
て
き
ま
す
。

●
き
ち
ん
と
し
た
食
事

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
栄
養

の
偏
り
、
朝
食
の
欠
食
、
間
食
の
増
加
な

ど
は
、
肥
満
や
骨
密
度
の
低
下
、
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
に
つ
な
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も

そ
の
食
事
習
慣
が
改
善
さ
れ
に
く
く
、
健

康
を
損
な
う
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
を
対
象
に
行
っ
た
朝
食
の
調
査

で
は
、
９
割
以
上
も
の
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に

焦
点
を
当
て
て
み
る
と
主
食
、
主
菜
、
副

菜
を
き
ち
ん
と
食
べ
て
い
る
割
合
は
お
よ

そ
2
割
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
事
業
報
告
書
よ
り
）。
育
ち
盛
り
の
子

ど
も
の
体
は
、
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
に

加
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て

も
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

健
康
寿
命
を
ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
寿
命
と
は
、
介
護
な
ど
を
必
要
と

せ
ず
、
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
日
本
は

世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
で
す
が
、
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
に
は
10
年
前
後
の
差
が

あ
り
ま
す
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
少
し
で

も
縮
め
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
健
康

の
土
台
と
な
る
「
食
」「
運
動
」「
睡
眠
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
時
か
ら
正
し
い
知

識
を
養
い
、
生
活
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
子
ど
も
の
時
に
身
に
つ
け
た
健
康
的

な
生
活
習
慣
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
継

続
し
、
健
康
な
心
身
の
維
持
、
健
康
寿
命

の
延
伸
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

 

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に

は
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」「
適
度

な
運
動
」「
十
分
な
休
養
・
睡
眠
」
が
大

切
で
す
。
特
に
就
学
前
か
ら
学
齢
期
に
か

健康みちしるべ

健
康
寿
命
を
延
ば
す

～
次
世
代
の
健
康
と
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
～

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

●
し
っ
か
り
運
動

子
ど
も
の
時
の
運
動
と
の
関
わ
り
は
大

人
に
な
っ
て
か
ら
の
運
動
習
慣
に
影
響
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
激
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
は
な
く
、
日
々
の
遊
び
の
中
で
も
運

動
能
力
は
養
わ
れ
て
い
く
た
め
、
家
の
中

だ
け
で
な
く
、
外
で
の
遊
び
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
々
の
運
動
に
よ
っ
て
筋
肉
や
体
幹
が

し
っ
か
り
す
る
と
、
姿
勢
が
良
く
な
り
、

呼
吸
が
深
く
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
へ

の
酸
素
の
供
給
が
行
き
渡
り
や
す
く
な
る

た
め
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、

集
中
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
ぐ
っ
す
り
睡
眠

睡
眠
は
1
日
の
疲
労
回
復
は
も
ち
ろ

ん
、
脳
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
大
切
な
時
間
で

す
。
特
に
睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ
る
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
発
育
に
重
要
な
役
割
を
持
ち
ま

す
。「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
は
子
ど
も
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
健
康
習
慣
の
ひ
と

つ
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
眠
り
に
入
る
た
め
に
、「
夕

食
は
早
め
に
済
ま
せ
る
」「
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
視
聴
は
寝
る
1
時
間
前
ま
で
に
や
め

る
」「
入
眠
儀
式
と
な
る
読
書
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
」
な
ど
の
習
慣
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

ミニマネー講座
～子育てにかかるお金の知識を知ろう～

●日時／1月26日（水）13:30～14:30
●場所／子育て支援センター
●講師／近畿財務局　職員
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／1月11日（火）8:30～

開設日時など

あそびのひろば 金曜日（1月7日・14日・21日・28日）
※予約制。詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

にこにこひろば
（1 歳半～）

1月26日（水）10:00～11:00（予約制）
※場所は金屋文化保健センター。詳細は予定表でご確認ください。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか、お気軽にお問い合わせください。

※実施状況や毎月の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 19 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・乳房
1 月 30 日（日）

8:00 ～ 9:00　きび保健福祉センター
　特定・胃・大腸・胸部・乳房

2 月 20 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮
※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。
※ 1 月 30 日（日）と 2 月 20 日（日）
　は web から申し込みができます。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

1 月 6 日（木）、2 月 3 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

1 月 5 日（水）、2 月 2 日（水）
■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 6 日（木）金屋文化保健センター
1 月 13 日（木）金屋文化保健センター
1 月 17 日（月）清水保健センター
1 月 20 日（木）金屋文化保健センター
2 月 3 日（木）金屋文化保健センター
2 月 7 日（月）清水保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）9 月生まれ］
　1 月 25 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）2 月生まれ］
　1 月 4 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）5 月生まれ］
　1 月 19 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和元年（2019 年）10 月生まれ］
　1 月 26 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）6 月生まれ］
　1 月 12 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

実施時間
9:00～
11:00

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 3 年（2021 年）11 月）

加入者数 7,483 人

支払額 3 億 948 万円

1 人当たりの医療費
4 万 1,358 円

（前年同月 3 万 9,555 円）

令和 2 年度（2020 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00
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谷奥 常男　さん（84 歳）

　　 美子　さん（77 歳）

「夫婦二人三脚　体操頑張ってます」
谷奥さんは、毎日体操することを日課にしてい

ます。体操を始めたきっかけは「移動販売車がき
てくれる場所まで歩いていけないから」でした。
そこでケアマネージャーさんが、体操をして筋力
をつけることを勧めて自宅で体操を始めました。

美子さんは「前よりも腕も足も動きやすくなっ
た」「前は指も動きづらくて、箸もつかみづらく
てね…これ（ハンドグリップ）で良くなったんよ」
と話してくれました。ケアマネージャーさんも「入
浴するのが大変だったのが、1 人でできるように
なったんですよ」と教えてくれました。

これからも夫婦で続けていきます。

10 月 8 日（金）に小川小学校 6 年生の児童が「認知症サポーター養成講座」を受講してくれました。
日頃どんなことに気を付ければいいのか話し合う中で、「は・や・ゆ・み」を忘れないようにして話しか

けるという意見が多く出ました。
講座では、「は」っきりと、「や」さしく、「ゆ」っくりと、「み」つめて、短く話しかけることを「は・や・

ゆ・み」という合言葉として皆さまにお伝えしています。
児童や生徒の皆さまが「認知症サポーター養成講座」を受講した際には、ご家庭でお話を聞き、認知症や

高齢者について話をする機会にしていただきたいと思います。お住まいの地域や職場でも開催できますので、
地域包括支援センターまでお申し込みください。

おたっしゃさ～ん！ 　～これからも現役！いつまでも現役！～

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―
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冬
の
運
転
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

こ
の
時
期
は
冷
え
込
み
が
一
段
と
厳
し
く

な
り
、
路
面
が
凍
結
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
や
歩

行
中
の
転
倒
事
故
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

降
雪
時
の
路
面
の
状
況
は
、
積
雪
量
や

走
行
す
る
時
間
帯
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

雪
道
を
走
行
す
る
際
に
は
、
車
の
運
転
方

法
や
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
だ
け
で
な
く
、

滑
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
事
前
に
知
っ
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

●
交
差
点
／
路
面
の
雪
が
圧
縮
さ
れ
、
停

車
、
発
進
を
繰
り
返
す
こ
と
で
表
面
が

磨
か
れ
、
雪
が
非
常
に
固
く
滑
り
や
す

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

●
坂
道
／
下
り
坂
で
は
十
分
に
減
速
し
、

い
つ
で
も
止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
速
度

で
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使
い
な
が
ら

下
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
両
重
量
の

重
い
車
は
、
坂
道
の
制
動
距
離
が
長
く

な
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

上
り
坂
で
は
「
ゆ
っ
く
り
加
速
」
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ー
ブ
／
雪
道
は
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩

擦
力
が
少
な
く
な
り
、
カ
ー
ブ
の
外
側

に
飛
び
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
カ
ー

ブ
に
入
る
前
に
十
分
減
速
す
る
「
ス

ロ
ー
・
イ
ン
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
橋
の
上
／
橋
は
上
下
か
ら
路
面
が
冷
や

さ
れ
、
他
の
路
面
が
乾
い
て
い
て
も
凍

結
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
／
陰
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
路
面
が
凍
結
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
が

通
り
抜
け
る

こ
と
で
解
け

だ
し
た
雪
が

凍
結
し
や
す

く
な
っ
て
い

ま
す
。

●
日
陰
／
雪
や
氷
が
い
つ
ま
で
も
解
け
ず

に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

昭
和
24

（
1
9
4
9

年
）
年
1

月
26
日
に

奈
良
県
斑

鳩
町
の
法

隆
寺
金
堂

か
ら
出
火

し
、
国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
損

し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
1
月
26

日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
文

化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

文
化
財
は
、
歴
史
・
文
化
を
正
し
く
理

解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
国

民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
文
化
財
の

周
囲
で
は
、
た
き
火
、
喫
煙
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
周
辺
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
い
た
り
、
ご
み
な
ど
を
捨
て

た
り
せ
ず
、
地
域
の
歴
史
と
財
産
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

火
災　
…　
20
件

救
急　
…　
1
1
2
1
件

救
助　
…　
9
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

11
月
末
現
在
の
出
動
件
数

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
だ
よ
り

消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練

1
月
30
日
（
日
）
に
消
防
署
・
消
防
団

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
浄
教
寺
（
長
田
5
4
2
番
地
）

・
吉
備
金
屋
消
防
署
、
吉
備
支
団
第
9
・

10
・
11
・
12
分
団

●
観
音
寺
（
東
大
谷
5
2
2
番
地
）

・
清
水
消
防
署
、
清
水
支
団
第
1
分
団

火
災
が
発
生
し
た
際
、
消
防
隊
は
、
消

火
栓
や
防
火
水
槽
の
水
を
使
用
し
、
消
火

活
動
を
行
い
ま
す
。
消
火
栓
や
防
火
水
槽

は
道
路
脇
や
歩
道
上
に
設
置
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
標
識
な
ど
を
設
置
し
て
位
置

を
示
し
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
た
際
、
消
防
隊
が
使
用

す
る
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
に
駐
車

さ
れ
て
い
る
と
、
水
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
消
火
活
動
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
へ
の
駐
車

は
避
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

積
雪
、凍
結
時
の
事
故
に
注
意

文
化
財
防
火
デ
ー

消
火
栓
・
防
火
水
槽
付
近
に

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
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問こども教育課（金屋庁舎）
出前授業 ・芸術鑑賞

11 月 15 日（月）に、絵本作家の山本孝さん
による出前授業がありました。山本先生の最新
作「アブナイこうえん」の読み聞かせの後、ワー
クショップでは「宇宙に行けそうな乗り物づく
り」をしました。児童は自分の作品を、自由な
発想で作りました。

八幡小学校
絵本作家さんの出前授業

金屋中学校
文化庁巡回公演事業

11 月 10 日（水）、文化庁巡回公演事業により
バレエ・シアターの公演が行われました。本公
演に先立ち、9 月 30 日（木）には全校生徒がワー
クショップでバレエの基本的なステップや動き
を教えてもらいました。本公演では、代表生徒
がプロのダンサーの方と一緒に、バレエのステッ
プなどを披露しました。また、間近で本格的な
バレエ作品の鑑賞もでき、貴重な体験となりま
した。
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1 月の原画展
有田川町
絵本コンクール 2021
原画展

期間／ 1 月 4 日（火）～ 2 月 27 日（日）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 1 月 18 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
①日程／ 1 月 9 日（日）・16 日（日）
　　　　　　　23 日（日）・30 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 1 月 8 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

新着図書案内
■一般書
遠慮深いうたた寝　………………… 小川洋子／著
残照の頂　…………………………… 湊かなえ／著
ヌルハチ　……………………………… 小前亮／著
ルーティーンズ　……………………… 長嶋有／著
ほんのこども　……………………… 町屋良平／著
剛心　…………………………………… 木内昇／著
フェイクフィクション　…………… 誉田哲也／著
ミニシアターの六人　…………… 小野寺史宜／著
米澤屋書店　………………………… 米澤穂信／著

■児童書
とりあえずとりのはなし　…… おくはらゆめ／作
お天気屋と封印屋　…　廣嶋玲子／著　佐竹美保／絵
メンドリと赤いてぶくろ
…………………………　安東みきえ／作　村尾亘／絵
おおきなトラとシカのはんぶんくん
… バーニス・フランケル／作　レナード・ワイスガード／絵

全館臨時休館日／ 1 月 13 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：10:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

今月の移動図書館
1 月 12 日（水）	 安諦小学校　12:40 ～ 13:00
	 し み ず 園　15:30 ～ 16:00
1 月 14 日（金）	 八幡小学校　13:00 ～ 13:45
1 月 19 日（水）	 小川小学校　12:50 ～ 13:15
1 月 21 日（金）	 石垣小学校　12:50 ～ 13:15
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家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 3 年（2021 年）10 月／約 290 トン
前月から約 4 トンの増加

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境
センターで処理されており、その運営費の一部を分担金とし
て支払っています。分担金はごみ搬入量と人口に基づいて計
算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
専
門

業
者
か
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）

・
パ
ソ
コ
ン
（
P
C
マ
ー
ク
の
つ
い
て

い
る
も
の
）

・
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
、
肥
料
袋
、
農

薬
の
び
ん
や
袋
、
薬
散
ホ
ー
ス
、
防
風

ネ
ッ
ト
、
田
の
波
板
な
ど
）

・
草
刈
機
の
刃

・
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

・
廃
油

・
れ
ん
が
、
石
、
土
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
・
金
庫

・
自
動
車
、
バ
イ
ク
の
本
体
と
部
品

・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
エ
ン
ジ
ン

・
タ
イ
ヤ

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
（
塩
ビ
管
、
雨
ど

い
な
ど
）

・
消
火
器

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

※
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
出
せ
ま
す

が
、中
身
を
完
全
に
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ

※
家
庭
用
の
ロ
ー
プ
は
出
せ
ま
す
が
20
㎝

程
度
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
漁
網

・
モ
ー
タ
ー

・
パ
レ
ッ
ト

・
石
こ
う
ボ
ー
ド

・
浴
槽

・
断
熱
材

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
町
営
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

収
集
場
で
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
硬

質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
系
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
手

作
業
で
分
別
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
二
重
袋
で
出
さ
な
い

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
専
用
袋
に
入
れ
る

と
き
、
レ
ジ
袋
な
ど
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
入
れ
な
い
。

●
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
を
出
さ
な
い

・
洗
っ
て
も
き
れ
い
に
な
ら
な
い
も
の

は
、
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
以
外
の
も
の
、
危

険
な
も
の
を
出
さ
な
い

・
か
み
そ
り
や
注
射
器
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど

を
出
さ
な
い
。

・
カ
ッ
プ
麺
の
容
器
は
紙
製
の
も
の
が
増

え
て
い
る
の
で
注
意
す
る
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で

処
理
で
き
な
い
も
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
か
ら

お
願
い

容器包装リサイクル法は、資源の循環を定めた法
律で、スチール製容器・アルミ製容器・ガラス製容器・
紙製容器包装・プラスチック製容器包装などを収集
の対象品としています。有田川町では、プラスチッ
ク製容器包装の処分を容器包装リサイクル協会へ委
託しています。

リサイクルされたプラスチックは、運送用パレッ
トやプラスチック杭などの再生資源利用製品の原料
や高炉の還元剤などに利用されています。

容器包装リサイクル法
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人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 1 月 20 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター　応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
素
は
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の
活
動

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
昨
年
に
続
き

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
た
1
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ほ
ぼ
全
て
の
生
活
様
式
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
と
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
感
染
対

策
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
人
権
映
画
会
」

「
人
権
講
演
会
」
な
ど
も
、
ど
う
す
れ
ば

開
催
で
き
る
か
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

昨
年
9
月
に
予
定
し
て
い
た
「
人
権
映

画
会
」
は
残
念
な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

く
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

月
15
日
に
予
定
し
て
い
る「
人
権
映
画
会
」

は
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
も
「
人
権
啓
発
標
語
」

に
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
「
人
権
機

関
有
田
川
」
の
理
事
で
選
考
し
ま
し
た
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
3
年
度 

人
権
啓
発
標
語

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
！

毎
年
、
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
に
悩
ま

さ
れ
て
お
り
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
ご
応

募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
人
と
会
う
と
き
は
マ
ス
ク

で
相
手
の
表
情
が
分
か
り
に
く
く
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
り
、
リ
モ
ー
ト
化

が
進
み
人
と
会
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
感
染
症
対
策
と
し
て

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中

で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
「
ふ
れ
あ
い
」

を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
「
人
権
機
関
有
田
川
」
は
今
年

度
、「
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
活

動
し
て
い
ま
す
。
日
々
「
ふ
れ
あ
い
」
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良

い
人
間
関
係
は
日
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
、
ま
た
災
害
な
ど
の
有
事
の
際
は
助
け

合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
昨
年
11

月
に
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の
委
員
研

修
と
し
て
「
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）

紀
伊
半
島
大
水
害
」
の
被
災
者
で
あ
り
防

災
士
の
方
の
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。
想

像
を
絶
す
る
体
験
を
聞
き
、
災
害
時
は
普

段
か
ら
の
ご
近
所
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
「
ふ
れ
あ
い
」
を
今
一
度
見
つ
め

直
し
、
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
日
々
の
生
活
が
よ
り
一
層
豊

か
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

人
権
機
関
有
田
川
会
長　

宮
尾 

純

今
年
度
は
「
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
8
2
7
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
小
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞

　

マ
ス
ク
ご
し 

伝
え
た
い
な

　
　

ぼ
く
の
笑
顔
と
「
あ
り
が
と
う
」

藤
並
小
学
校
2
年　

米
田 

陽
真
さ
ん

●
中
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞

　

ふ
れ
あ
い
は 

つ
な
が
り
つ
く
る 

第
一
歩

吉
備
中
学
校
1
年　

日
浦 

恭
弥
さ
ん

●
一
般
の
部
　
最
優
秀
賞

　

お
は
よ
う
と 

笑
顔
で
ふ
れ
あ
う 

朝
の
顔

向
林 

洋
子
さ
ん
（
中
井
原
）

※
紙
面
の
都
合
上
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞

の
み
の
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
入
賞
作

品
集
を
作
成
し
配
布
す
る
予
定
で
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 3年（2021 年）11 月末日現在）

人口 2万 5,940 人
男 1万 2,289 人
女 1万 3,651 人

1 万 671 世帯

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 54 件
死者 1人　負傷 3人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

催 

し

◆
◆
◆

第
11
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

●
日
時
／
1
月
25
日
（
火
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
で
は
、
有
田
地

方
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に

「
第
11
回 

有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。
有
田
郡
市
内
の
企
業
約
25
社
が
参

加
し
て
の
面
談
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅

に
よ
る
就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。
求
職
者

や
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
で
、
有
田
地
方

に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い（
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）。

ま
た
、
面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
（
有
田
市
箕
島

33
‐
1
）　

☎
８
３
‐
４
７
７
７

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

●
1
月
19
日
（
水
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

｝

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

～
地
域
で
支
え
る
「
家
庭
養
育
」
～

和
歌
山
県
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

家
庭
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、「
お
か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」

を
言
え
る
場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・
週
末
里

親
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家
庭
に
迎
え

て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に「
里
親
」

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
里
親
相
談
会
・

里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
里
親
相
談
会

・
日
時
／
1
月
21
日
（
金
）
10
時
～
12
時

・
場
所
／
吉
備
庁
舎
4
階 

第
2
会
議
室

※
13
時
～
16
時
の
時
間
帯
で
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

●
パ
ネ
ル
展
示

・
期
間
／
1
月
17
日（
月
）～
1
月
21
日（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

※
最
終
日
は
12
時
ま
で
。

・
場
所
／
吉
備
庁
舎
1
階 

ロ
ビ
ー

問

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」

（
岩
出
市
中
迫
6
6
7
‐
1
）　

☎
0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
4　
　

フ
ァ
ク
ス 

0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
2

年 

金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
一
部
の
方
（
※
）
を
除

き
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、

毎
月
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
収
入
が
な
い
な
ど
、
今
す
ぐ
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
納
付

免
除
・
猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町

村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
）
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組

合
加
入
者
、
前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと
町議会広報かわらば
んをアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料
です。

お知らせお知らせ

422広報ありだがわ　2022.1



税 

金

◆
◆
◆

家
屋
・
土
地
の

変
更
の
届
け
出
は
税
務
課
ま
で

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

令
和
3
年（
2
0
2
1
年
）中
に
新
築
・

増
築
・
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
ま
た
は

用
途
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
（
田
畑
を
造

成
し
た
な
ど
）
に
つ
い
て
は
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
間
近
に

な
る
と
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

（
１
月
中
旬
を
目
安
に
）
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

●
申
告
書
作
成
会
場
で
の
感
染
症
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

①
確
定
申
告
会
場
の
来
場
者
数
に
よ
っ
て

は
早
め
に
受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
（
マ
ス
ク
を
着
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

③
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を
お
断

り
し
ま
す
。

④
会
場
内
に
筆
記
用
具
は
用
意
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
計
算
器

具
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

令
和
3
年
（
２
０
２
1
年
）
分

申
告
書
作
成
会
場

湯
浅
税
務
署
で
は
申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す
。

会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
前
項
目
に
記

載
の
「
申
告
書
作
成
会
場
で
の
感
染
症
対

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
の
内
容
を
確
認

の
上
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
開
設
期
間
／
2
月
16
日
（
水
）
～
3
月

15
日
（
火
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
ま
た
、開
設
日
初
日
（
2
月
16
日
（
水
））

や
確
定
申
告
期
限
（
3
月
15
日
（
火
））

間
際
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間
／
16
時
ま
で

※
来
場
者
数
に
よ
っ
て
は
16
時
以
前
に
相

談
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
作
成
済
み
の
申
告
書
の
受
け
付
け
や
用

紙
の
交
付
は
17
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
告
が

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た

●
ス
マ
ホ
専
用
画
面
の
対
象
が
拡
大

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
や
す
い
ス
マ
ホ

専
用
画
面
の
対
象
に
、
給
与
所
得
、
年
金

収
入
な
ど
の
雑
所
得
、
一
時
所
得
に
加
え

て
、
新
た
に
「
特
定
口
座
に
よ
る
株
式
等

の
譲
渡
所
得
等
、
上
場
株
式
等
に
係
る
繰

越
損
失
等
の
金
融
・
証
券
税
制
」
が
加
わ

り
ま
し
た
。

●
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴
収
票
を
読
み
取
り

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
源
泉
徴

収
票
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
な
ど
を
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
自
動
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

2 月
開設時間7 8 14 15 16

月 火 月 火 水

有田市役所　3 階 会議室 ● ● 9:30 ～ 16:00
（相談受付　締切時間 15：30）

有田川町役場 清水行政局　2 階 大会議室 ● 9:30 ～ 15:00
（相談受付　締切時間 14：30）

有田川町役場 吉備庁舎　4 階 第 2・3 会議室 ● 9:30 ～ 16:00
（相談受付　締切時間 15：30）湯浅納税協会　3 階 会議室 ●

※いずれの会場も 12 時から 13 時までは相談は行っておりません。
※ご来場の際には、前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入のある場合）、所得控除に係る各種証

明書などの申告書の作成に必要な書類と筆記用具などをご持参ください。
※各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」「贈与税」「相続税」「山林所得」に関する相談

は行っておりません。これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署までお越しください。

開設場所
開設日 税

理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

お知らせお知らせ
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電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
で
は
、
電
話
で
の
国
税
に
関
す

る
一
般
的
な
ご
相
談
を
、
国
税
局
お
よ
び

国
税
事
務
所
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
集
中
的
に
受
け
付

け
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
を
か
け
、
自

動
音
声
に
従
っ
て
番
号
「
1
」
を
選
択
す

る
と
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
期
に
つ
い
て
は
、
番

号
「
0
」
を
選
択
す
る
と
「
確
定
申
告
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
る
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

水 

道

◆
◆
◆

水
道
の
宅
内
等
漏
水
に
注
意

冬
に
長
期
で
家
を
空
け
る
場
合
な
ど

で
、
水
道
管
凍
結
に
よ
る
漏
水
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
蛇
口
の
閉
め
忘
れ

な
ど
で
水
道
料
金
が
過
大
に
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
水
道
を
使
う
際
は
閉
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
宅
内
等
漏
水
と
は

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
家
側
（
内
側
）
で

水
道
管
が
破
裂
す
る
な
ど
し
て
水
が
漏
れ

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の

水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
な
ど
含
む
）

は
、
原
則
と
し
て
水
道
使
用
者
に
全
額
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※
漏
水
に
係
る
水
道
料
金
の
減
免
に
関
す

る
取
り
扱
い
要
領
に
該
当
す
れ
ば
減
免

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
該
当
し
て
も
全

額
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
漏
水
の
予
防

長
期
に
家
を
空
け
る
時
な
ど
で
漏
水
を

予
防
す
る
場
合
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て

水
抜
き
を
す
る
か
、
水
道
中
止
届
を
提
出

（
手
数
料
無
料
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
止
届
提
出
後
、
再
開
す
る
際
に
は

「
開
始
届
」
と
開
始
手
数
料
と
し
て

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
冬
場
の
水
道
管
凍
結
か
ら
漏
水
を
予
防

す
る
場
合

①
蛇
口
を
わ
ず
か
に
開
き
、
少
し
ず
つ
水

を
出
し
て
お
く
。

②
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温
筒
や
布
を
巻
き
保

温
す
る
。そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
、

水
を
遮
断
す
る
材
質
の
も
の
で
覆
う
と

効
果
的
で
す
。

③
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。
ま
ず
元
栓

を
閉
め
て
、
蛇
口
（
一
番
低
い
と
こ
ろ

に
あ
る
蛇
口
）
を
開
け
て
水
道
管
の
中

の
水
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

※
元
栓
を
開
け
る
際
は
、
必
ず
す
べ
て
の

蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

か
ら
、
元
栓
を
開
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
「
ぬ
る
ま
湯
」
を

ゆ
っ
く
り
水
道
管
や
蛇
口
に
か
け
て
く
だ

さ
い
。

※
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
な
ど

を
破
損
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
漏
水
を
自
分
で
調
べ
る
方
法

①
宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②
敷
地
内
の
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
（
長
方
形
の
箱
）
の
扉
を
開
け
る
。

③
ボ
ッ
ク
ス
内
の
メ
ー
タ
ー
の
丸
い
ふ
た

を
開
け
て
、
そ
の
中
に
銀
色
の
八
角
形

に
羽
が
3
つ
付
い
た
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
止
ま
っ
て

い
る
か
ど
う
か
注
意
深
く
見
る
。
動
い

て
い
た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
高
い
。

●
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た
は
漏
水

を
発
見
し
た
場
合

ま
ず
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
、
破
損
部

分
が
分
か
れ
ば
テ
ー
プ
や
布
な
ど
を
巻
き

付
け
て
応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
ま
ま
「
有
田
川
町
指
定
給
水
装
置
工
事

業
者
」に
修
理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
用
は
水
道
使
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

問

水
道
課
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13
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
①
②
と
も
に
、
和
歌
山
地

方
協
力
本
部
庁
舎
（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
見
込

み
含
む
）
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
・
受
付
期
間
／
1
月
14
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日

　

◦
1
次
試
験
／
1
月
22
日
（
土
）

　

◦
2
次
試
験
／
2
月
5
日
（
土
）・　
　

　
　

6
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
貸
費
学
生

・
資
格
／
大
学
の
理
学
部
も
し
く
は
工
学

部
の
3
年
次
、
4
年
次
ま
た
は
大
学
院
修

士
課
程
に
在
学
し
、
卒
業
（
修
了
）
後
、

直
ち
に
自
衛
隊
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者

・
受
付
期
間
／
1
月
14
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
1
月
29
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
伊
丹
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊

丹
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部 

有
田
募
集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎

町
1
0
6
‐
2
） 

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

福 

祉

◆
◆
◆

熊
井
・
熊
井
な
ぎ
の
里
地
区
担
当
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

●
熊
井
・
熊
井
な
ぎ
の
里
地
区
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
栃
﨑 

千
津

代
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
必
要
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
専
門
機
関
へ
と
つ
な
ぐ
、

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、
定
期
的

な
訪
問
や
児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
の
確
保
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律
に

基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
①
1
月
5
日
（
水
）
ま
で

②
2
月
3
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
①
1
月
15
日
（
土
）
②
2
月

令
和
4
年
度
（
２
０
２
2
年
度
）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国

有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
期
間
／
4
月
1
日
（
金
）
～

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
3
月
31

日
（
金
）

●
対
象
者
／
和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い

で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
成
人
の
方

※
た
だ
し
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国

家
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
応
募
締
切
日
／
2
月
1

日
（
火
）

●
そ
の
他
／
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課 
林
政
推
進
係

　

☎
０
６
‐
６
８
８
１
‐
３
４
１
２ ホームページ

QR コード
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案 

内

◆
◆
◆

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
に

地
籍
調
査
（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
次

の
地
区
に
つ
い
て
、
成
果
の
閲
覧
を
実
施

し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
・
場
所

・
1
月
8
日
（
土
）
～
1
月
27
日
（
木
）

9
時
～
17
時
／
金
屋
庁
舎
2
階 

小
会

議
室

※
期
間
中
の
土
日
祝
日
を
含
む
。

●
地
区

・
大
字
吉
原
の
一
部

問

地
籍
調
査
課
（
金
屋
庁
舎
）

初
心
者
向
け
手
話
講
習

「
手
話
」
は
、
手
や
体
の
動
き
、
顔
の

表
情
な
ど
で
意
思
を
伝
え
る「
見
る
言
葉
」

で
す
。
気
持
ち
を
込
め
て
、
手
話
で
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
2
月
6
日
（
日
）
13
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
湯
浅
保
健
所
2
階 

大
会
議
室

●
対
象
／
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
保
護
者
同
伴

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
座
内
容
／
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
説

明
・
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
の
表
現
の

練
習

●
定
員
／
15
名
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
／
1
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
有
田
振
興
局
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
用
紙
以
外
で
申
し
込
む
場
合

は
、
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
・
手
話

講
座
参
加
希
望
で
あ
る
こ
と
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

問
有
田
振
興
局 

健
康
福
祉
部
総
務
福
祉
課

　

☎
６
４
‐
1
2
9
1 

　

フ
ァ
ク
ス 

６
４
‐
1
2
6
1

各
計
画（
素
案
）へ
の
意
見
を
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

「
第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合
計
画（
後

期
計
画
）」「
第
3
次
有
田
川
町
地
域
福
祉

計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
策
定
委
員
会

な
ど
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
素

案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の
場
所

で
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ま
は
新
し
い
目
標
な
ど
決
め
ま
し
た
か
？
新
年

を
迎
え
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
い
機
会

だ
と
思
っ
て
、
私
も
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
仕
事
で
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
１
年
後
に
成
長
し
た
な
～
と
実

感
で
き
る
よ
う
な
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

さ
て
、
1
月
に
は
年
明
け
最
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
、

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
晴
れ

姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
…
が
、
写
真
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
く
立
場
な
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
す

…
。
広
報
あ
り
だ
が
わ
2
月
号
で
す
て
き
な
写
真
を
お

見
せ
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
き
ま
す
！

（
ぜ
ひ
、
写
真
撮
っ
て
～
っ
て
声
か
け
て
く
だ
さ
い

広
報
担
当
よ
り
）

●
場
所
／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す

ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室
・
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
A
L
E
C
）・
金
屋
図
書
館
・

し
み
ず
図
書
室

●
期
間

・
第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合
計
画
（
後

期
計
画
）
／
1
月
11
日
（
火
）
～
2
月

9
日
（
水
）

・
第
3
次
有
田
川
町
地
域
福
祉
計
画
／

　

1
月
17
日
（
月
）
～
2
月
15
日
（
火
）

※
開
庁
日
時
・
開
館
日
時
に
伴
う
。

問【
第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合
計
画

（
後
期
計
画
）】企
画
調
整
課（
吉
備
庁

舎
）【
第
3
次
有
田
川
町
地
域
福
祉
計

画
】や
す
ら
ぎ
福
祉
課
課（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1 元日 2

3 4 5
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

□町長・町議会議員
一般選挙 立候補
予定者説明会

（金屋文化保健センター）
【有田川町選挙管
理委員会】

7 8
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

9

10 成人の日 11
□おひざでだっこの

おはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

13 14
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
（金屋文化保健センター）
【やすらぎ福祉課】

15 16
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

17 18 19 20
□人権特設相談所

（金屋文化保健センター）
　【社会教育課】

21 22 23
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24
□水道・下水道料金口座振

替日【水道課・下水道課】

25
□ 4 カ月児健診（金屋文化保

健センター）【健康推進課】

26 27 28
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

29 30
□町長・町議会議員

一般選挙 投票日
　【有田川町選挙管理委員会】
□集団健診

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

31 2/1 2 3
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

4
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5 6

1月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

□ 10 カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□第 6 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 6 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□ 1 歳 6 カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□集団健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□行政相談所（きび保健福祉センター )【総務課】

□ 2 歳児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□手話講習会初心者クラス（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

□第 4 期固定資産税納期限【税務課】
□第 4 期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第 7 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 7 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 7 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□健康相談（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□有田川町消防団出初式
（明恵の里スポーツ公園）【消防本部】

□令和 4 年有田川町成人式
（吉備中学校体育館）【社会教育課】

□おはなし会（ポッポ絵本館）【ALEC】
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有
田
川
町
内
に
は
、
丹に
う
つ
ひ
め
の
み
こ
と

生
都
比
売
命
（
丹に
う
み
ょ
う
じ
ん

生
明
神
）
を
祀ま
つ

る
丹

生
神
社
が
多
く
あ
り
ま
す
。
か
つ
ら
ぎ
町
天あ
ま
の野

に
鎮
座
す
る
丹
生

都
比
売
神
社
が
そ
の
総
本
社
で
、
和
歌
山
県
内
で
は
紀
の
川
流
域

か
ら
有
田
川
流
域
に
か
け
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
女
神
で
す
。

も
と
は
水
銀
を
採
掘
す
る
技
術
集
団
で
古
代
豪
族
の
丹
生
氏
が
信

仰
し
て
い
た
氏
神
で
あ
り
、
水
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。有

田
川
町
内
の
丹
生
神
社
の
中
で
も
、
古
い
歴
史
が
あ
る
の
が

田
殿
丹
生
神
社
で
す
。
田
殿
丹
生
神
社
は
白は
く
さ
ん山
の
麓
に
鎮
座
し
て

い
ま
す
が
、
白
山
は
原
始
か
ら
神
が
降
臨
す
る
場
所
と
し
て
信
仰

の
対
象
で
あ
り
、
神
社
は
有
田
川
下
流
域
の
聖
地
と
考
え
ら
れ
る

重
要
な
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

田
殿
丹
生
神
社
は
、
丹
生
都
比
売
命
と
大お
お
な
ぐ
さ
ひ
こ
の
み
こ
と

名
草
彦
命

（
高こ
う
や
み
ょ
う
じ
ん

野
明
神
）
を
主
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
柱
の
神
は
、

高
野
山
の
鎮
守
の
神
で
あ
り
、
密
教
の
修
行
に
適
し
た
場
所
を
探

し
て
い
た
空
海
が
高
野
山
を
開
創
す
る
際
に
、
犬
を
連
れ
た
狩
人

（
高
野
明
神
）
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
土
地
を
教
え
ら
れ
、
高
野
山
の

領
地
を
治
め
て
い
た
丹
生
都
比
売
命
と
出
会
い
、
そ
の
神
領
を
受

田た
ど
の
に
ゅ
う
じ
ん
じ
ゃ

殿
丹
生
神
社
（
出い
で

地
区
）

け
継
い
だ
と
す
る
伝
承
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
丹
生
大
明
神
神の

り

と
告
文
」
と
い
う
古
代
か
ら
伝
わ
る
古
文
書

の
中
に
は
「
安あ
て
な
つ
せ

諦
夏
瀬
の
丹
生
に
忌い
み
づ
え
さ

杖
刺
し
給
ひ
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
安
諦
夏
瀬
の
丹
生
に
該
当
す
る
田
殿
丹
生
神
社
の
古

い
歴
史
を
物
語
り
ま
す
。「
忌
杖
刺
し
」
と
は
、
杖
を
刺
し
て

聖
な
る
神
域
を
定
め
る
こ
と
で
す
。

か
つ
て
社
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
た
夏
瀬
の
森
は
、
現
在
の
有

田
川
よ
り
も
、
さ
ら
に
南
ま
で
広
が
る
広
大
な
森
で
あ
っ
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
安
時
代
以
降
の
幾
度
か
の
大

洪
水
に
よ
っ
て
森
の
大
部
分
が
失
わ
れ
、
社
殿
も
現
在
地
に
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
田
殿
丹
生
神
社
の
境
内
に
は
、
有
田
川
の
河

川
工
事
で
発
見
さ
れ
た
ク
ス
ノ
キ
が
ご
神
木
と
し
て
祀ま
つ

ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ

は
か
つ
て
の
夏
瀬

の
森
に
生
育
し
て

い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
由
緒
あ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、

夏
瀬
の
森
に
あ
る

ク
ス
ノ
キ
の
巨
木

（
県
指
定
文
化
財
）

は
、
か
つ
て
の
夏

瀬
の
森
に
あ
っ
た

ク
ス
ノ
キ
の
根
元

か
ら
生
え
た
若
芽

が
生
育
し
た
も
の

と
伝
わ
り
ま
す
。
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